
（別紙様式１） 

平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書  
 

学 校 名 大垣市立南小学校 

実 施 期 間 平成２５年１１月１６日（土） 

実 施 概 要 南っ子発表会（総合的な学習の時間や生活科などの授業で学習した内容の発表交流会） 

実 施 内 容  学習・取組の分野 
  ☑自然   ☑歴史   ☑文化   ☑産業   □その他 

 公開の方法 
  ☑授業公開 ☑成果発表 ☑交流活動 □講演会等 
 
  □地域行事等参加 □その他 

来 校 者 数 保 護 者   ３２０人  
計 ４２０人 

地域関係者   １００人 

実 施 状 況 ・３年生から６年生は，各学年が下記のようなテーマを設定し，総合的な学習の時間で

取り組んできた内容を，地域の方や保護者、他学年に発表した。それぞれの課題につ

いて学習したことを，劇にしたりクイズにしたりするなど発表の工夫をして,分かりや

すく伝えた。特別支援学級や低学年については，生活科で学習した内容をもとに遊び

コーナーを作り，参観者や子どもたち同士が交流しながら楽しく遊んだ。 

幼稚園 「南っ子広場で遊ぼう」 

特別支援「野菜ランド」（遊びコーナーで楽しもう）             

1年生「秋と遊ぼう」（秋の木の実や葉っぱを使って楽しく遊ぶ） 

2年生「動く動くわたしのおもちゃ」（自分たちで作ったおもちゃで楽しく遊ぶ）              

3年生「ふるさと大垣 はたらく人」（働く人の様子や気持ちを発表する） 

4年生「地球を守る わたしたちにできること」（リサイクルや環境について発表する） 

5年生「大垣のよさを伝えよう」（大垣の祭山車、芭蕉など、大垣のよさを発表する） 

6年生「共に生きる」（高齢者，身障者の方のお話などから感じたことを発表する） 

成果及び課題 ○児童が課題に向かって主体的に追究してきた学習をまとめ，季節・働く人・環境・ふ

るさと・福祉等の様々なテーマで，他学年や保護者等に分かりやすく発表することが

できた。 

○劇にしたり，映像を見せたりして，分かりやすく伝える工夫を行った。また，保護者

など聞く側も発表の内容を理解しようと真剣に聞いていただくことができた。そして、

質問したり，感想を述べたりして，日頃から大切にしている「聞き方，話し方」につ

いてより意識を高める機会となった。                  

○全校児童のほとんどの保護者が参観した。両親で参加する保護者が多くいた。特に低

学年には祖父母の参観が多かった。学校評議員，自治会長などの参加もあり関心の高

い行事となった。              

○保護者が，それぞれの会場で，詳しく調べられた発表に興味をもって聞いたり，低学

年のゲームコーナーにお客となって参加したりする姿があり，子どもと保護者，祖父

母，地域の方との交流ができた。 

●自ら調べまとめる力（まとめ方や資料の工夫）の育成「聞き方，話し方」等の基本的

な学習姿勢について，今後も継続的に指導・援助を行っていく。 

 


